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はじめに 
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注意・前提条件 

・設定前に iX にて NAS ボリューム(lvxxxx)が作成済である必要があります。 

・Web ブラウザはできるかぎり、Fierfox をご使用下さい。(バージョン 12 以降推奨) 

・SMB の設定作業は機器の負荷、他のアクセス等には影響はありません。 

・iX V7up65 のバージョンを元に記載しています。 

・本書での SMB 接続クライアント機器は、Windows server 2016 で実施しています。 

・ファイル、フォルダにまとめてアクセス権を付与する場合は、多少時間を要します。 

 

1.共有とユーザーの作成 
 

 

1-1.共有の作成 
 

(1)iX Web管理画面にログイン、上記メニューより、構成 → NASリソース → 共有を選択します。 

  
 

(2)新規共有を作成します。 

新しい共有の作成 

名前：任意の共有名を入れてください。 

※ご利用できない文字：特殊文字 (~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`) とスペース 

 

デフォルトパス(推奨) 

ボリューム lvxxx の配下に共有を作成します。 

プルダウンより、作成済のボリュームを選択できます。 
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指定したパス（この作成方法は非推奨） 

共有の作成箇所を任意のパスで選択することができます。 

例）lv0001/newdir の箇所に作成する 

 

   
 

※指定したパスで作成した共有は ACL の設定画面上から、この共有名は表示されません。 

上位のディレクトリが表示され、このフォルダにて設定をする形となります。 

 

※共有を指定したフォルダ配下に作成した場合、間違って上位フォルダを削除すると、 

中に入っている共有も削除されるため、注意が必要です。 

 

例）lv0001/newdir のパスに share の共有を作成しましたが、newdir 配下に共有名は表示されま

せん。 
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(3)ここでは、デフォルトパスにて 「共有名：share」 を作成します。  

 
 

 
 

1-2.ユーザーの作成 
 

(1)共有にアクセスするユーザーを作成します。 

上記メニューより、構成 → NAS リソース → ユーザー または、すでに共有画面の場合は、

左のツリーから、ユーザーをクリックします。 
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(2)新規、ユーザーの作成画面になります。必要項目を入力し、作成するボタンを押します。 

名前：任意の名前 

 

※次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , % | < > ? / \ = ` 

※スペースで開始または終了できません。 

※下記に記載するユーザーはすでに OS で利用されているため、同じユーザー名を使用しないよう

にしてください。 

デフォルトユーザー 

1 root 26 utmp 

2 daemon 27 video 

3 bin 28 staff 

4 sys 29 nogroup 

5 adm 30 guests 

6 tty 31 ftpgroup 

7 disk 32 nut 

8 lp 33 zendtech 

9 mail 34 raid-admin 

10 postgres 35 raid 

11 uucp 36 raidview 

12 Debian-exim 37 haclient 

13 man 38 apiadmin 

14 kmem 39 upnpd 

15 dialout 40 eventd 

16 cdrom 41 crontab 

17 floppy 42 ssl-cert 

18 tape 43 ntp 

19 sudo 44 ssh 

20 audio 45 openldap 

21 dip 46 beoper 

22 www-data 47 api 

23 backup 48 admin 

24 src 49 dlm_gc 

25 shadow 
  

 

パスワード： ※次の文字を使用できません: ' " `、スペース、数字の０のみ 
 

作成したユーザーは左側のツリーのユーザー一覧に表示されます。 
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2.共有アクセスと ACL（アクセス権）設定 
 

2-1.共有アクセスの設定 
 

(1)共有設定を行う対象ユーザーをユーザー一覧から選択します。 

 
 

(2)右側の画面より、ユーザー共有アクセス設定画面が表示されます。 

 
 

(3)表示される共有に対象ユーザーを共有できるように許可を与えてあげます。 

アクセス対象の共有を右側に移動させ、下記ボタン [適用する] を押します。 
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2-2.ACL（アクセス権）の設定 
 

(1)左側に表示されるメニュー [共有] を押します。 

 
 

(2)右側の画面に ACL(アクセス コントロール リスト)が表示されます。 

 

 
 

(3)ACL では、共有を作成した対象ボリュームをダブルクリックします。 
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(4)表示されている対象の共有をクリックして選択します。 

選択すると、上記タブ ユーザー と グループ アクセス許可 が押せるようになります。 

 
 

(5)タブ ユーザー と グループを押します。表示されるユーザー・グループに対して、 

設定する対象ユーザー・グループを左から右へ移動させ、[適用する] ボタンを押します。 

 

  
 

(6)アクセス許可のタブを押します。 
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(7)ここでは、共有フォルダに対して、ユーザー、グループにアクセス権を付与します。 

※アクセス権の付与には多少時間がかかる場合があります。 

 

 
 

①デフォルト設定時（[U]newtechsmb：読み出し） 

User(owner)：読み出し、書込み、実行する 

Group(owner)：読み出し、書込み、実行する 

Other：読み出し、書込み、実行する 

Mask：設定不可 

 

Windows クライアントからアクセスすると以下のようになります。 
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②[U]newtechsmb：読み出し、書込み 

 

User(owner)：読み出し、書込み、実行する 

Group(owner)：読み出し、書込み、実行する 

Other：読み出し、書込み、実行する 

Mask：設定不可 

Windows クライアントからアクセスすると以下のようになります。 

ログイン認証が表示されますが、結果的にアクセスできません。 
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③[U]newtechsmb：読み出し、書込み、実行する 

User(owner)：読み出し、書込み、実行する 

Group(owner)：読み出し、書込み、実行する 

Other：読み出し、書込み、実行する 

Mask：設定不可 

 

Windows クライアントからアクセスすると以下のようになります。 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログインでき、尚且つファイルの書込みもできる 



 

12 

④Winodws クライアントから SMB 接続した状態でファイルを作成した際のファイルのアクセス権。 

※Winodws のプロパティ → セキュリティより確認 

 
Windows からファイルを作成しているので、ユーザーは以下のとおり。 

・Eveyone 

・newtechsmb(iX ユーザー) 

・users 

 

アクセス権は以下のようになっている。 
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⑤Eveyone にアクセス権（読み、書き）がデフォルトで付与されています。 

変更する場合は、「Other」のアクセス許可を変更します。 

※アクセス権の付与には多少時間がかかる場合があります。 

 

 
 

Other：読み出し、書き込み、実行 

 
 

Other：書き込み、実行 
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Other：実行 

 
 

 
 

Other：なし 
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(8)フォルダ内、もしくはサブフォルダ含めすべて同じアクセス権を付与する方法 

[サブディレクトリにも適用する] にチェックをいれた状態で、右下の [適用する] ボタンを押

します。 

※アクセス権の付与には多少時間がかかる場合があります。 

 

 
 

(9)サブディレクトリにも適用する を実施後、ファイルのプロパティより、セキュリティを確認

すると、ファイル新規作成時には存在しなかった [ユーザー：root] [グループ：root] が付与さ

れています。 
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(10)root：ユーザー・グループ 

 

iX の ACL 画面より 

オーナー：ユーザー：root グループ：root 

Permission entries 

User(owner)＝root 

Gropu(owner)＝root 

 

    
 

【User(owner)】 
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【Group(owner)】 

 

 
 

 
 

(11)Windows のセキュリティ画面に表示される root：ユーザー・グループ を表示させない方法は、

iX の ACL の設定画面より行います。 

 

①[G]users を選択 → 新オーナーにチェック → 適用する ボタンを押します。 

※[G]users が表示に見当たらない場合、タブ ユーザーとグループ より、users を右側の許可

に加えてください。 
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②[U]newtechsmb を選択 → 新オーナーにチェック → 適用する ボタンを押します。 

 

 
 

オーナーの箇所が root から ユーザー：newtechsmb グループ：users に変更されます。 

 

このオーナーが変更された状態で、 [サブディレクトリにも適用する] にチェックを要れて、[適

用する] ボタンを押します。 

 
 

 
結果、root のユーザー、グループがセキュリティの表示から消えます。 
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【注意】 

以下の操作は行わないようにしてください。 

 

オーナーが [root] 以外の状態で、Permission entries の User(owner)、Group(owner)のアクセ

ス許可をすべてチェック外した状態にしないで下さい。(共有にアクセスできなくなります。) 

 

User(owner)、Group(owner)のアクセス権はすべてチェックを入れた状態にして下さい。 

 

 
 

 
 

 
 

 

共有にアクセス可能 
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2-3.サブフォルダの ACL（アクセス権） 
サブフォルダは iX、または SMB で接続しているクライアント機器からも作成が可能です。 

iX の OS から直接サブフォルダを作成した場合、iX のユーザー、グループにまだひもづいていな

い状態の ACL となっています。（初期 ACL の状態は「Everyone」） 

iX でサブフォルダを作成した場合は個別に ACL の設定を行っていただくか、上位フォルダから、

[サブディレクトリにも適用する]を行い、ACL を一括付与して下さい。 

クライアントからネットワーク共有によるサブフォルダの作成は、アクセス時にログインした iX

のユーザー、グループのアカウントの ACL に準じます。 

 

例 1.iX の OS から作成 

①iXから share の配下にサブフォルダ「ix_subfolder」を作成 

 
 

②作成したフォルダの ACL を確認すると、以下のようになっています。 

 
 

③Windows クライアント機器から、「ix_subfolder」の ACL を確認すると以下のように、 

「Everyone」のアクセス権が付与されていることが確認できます。 
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④Windows のクライアントより、さらに詳細を確認すると「Everyone」にフルコントロールが付

与されていることが確認できます。 

 
 

例 2.SMB 接続した Windows から作成（ログイン認証あり） 

ログインユーザー：newtechsmb 

①Windows クライアントから、iXの共有にアクセス 

 
 

②SMB 接続で作成したフォルダ「新しいフォルダー」のアクセス権を確認します。 

・「Everyone」「newtechsmb」「users」 
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※[U]newtechsmb の読み出し、実行するをチェックから外すと、共有にアクセスできなくなりま

す。書き込みのみチェックを外すと、ログイン、参照、削除はできますが、ファイル、フォルダ

の作成、データの格納（書き込み）ができなくなります。 

 

 

 

 

iX と Windows の ACL 

 
iX Windows 

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner) ●     root(Unix User\root) 読み取り 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

      

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner)   ●   root(Unix User\root) 特殊 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

      

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner)     ● root(Unix User\root) スキャン／実行 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 
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Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

      

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner)       root(Unix User\root) なし 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

      

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner) ● ●   root(Unix User\root) 特殊 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

      

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner) ●   ● root(Unix User\root) 読み取りと実行 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

      

オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner)   ● ● root(Unix User\root) 特殊 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 
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オーナー 
ユーザー：root 

プリシンパル アクセス 
グループ：root 

  ACL 

  読み出し 書き込み 実行する 

User(owner)   ● ● root(Unix User\root) 特殊 

Group(owner) ● ● ● root(Unix Group\root) フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) フルコントロール 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) フルコントロール 

 

 

 

 

iX Windows 備考 

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ●     - 読み取り 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

       

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner)   ●   - 特殊 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

       

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner)     ● - スキャン／実行 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 
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オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner)       - なし 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

       

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ●   - 特殊 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

       

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
可
能 

／ 

書
き
込
み
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ●   ● - 読み取りと実行 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

       

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

共
有
ア
ク
セ
ス
不
可 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner)   ● ● - 特殊 

Group(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users ● ● ● users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 
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(オーナー：グループ：user) 

グループのアクセス権のみ、[G]users のアクセス権を削除しないと反映されません。 

 
iX Windows 

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner) ●     - 読み取り 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

      

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner)   ●   - 特殊 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

      

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner)     ● - スキャン／実行 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

      

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner)       - なし 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 
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オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner) ● ●   - 特殊 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

      

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner) ●   ● - 読み取りと実行 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 

      

オーナー 
ユーザー：newtechsmb 

プリシンパル アクセス 

グループ：users 

  ACL 

  
読み出

し 

書き込

み 

実行す

る 

User(owner) ● ● ● - フルコントロール 

Group(owner)   ● ● - 特殊 

Other ● ● ● Eveyone フルコントロール 

Mask ● ● ● - - 

[G]users       users(WORKGROUP\users) - 

[U]newtechsmb ● ● ● newtechsmb(WORKGROUP\newtechsmb) - 
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3.SMB 設定 

 

3-1.接続設定 
(1)SMB 接続の設定を行う対象の共有を選択します。 

 
 

(2) 右のスクロールバーを下にもっていき、ユーザー共有アクセス(SMB/FTP/AFP)の画面にて、 

2.共有アクセスにて設定したユーザーが含まれていることを確認します。 

 
 

(3) 右のスクロールバーを、上に移動させ、SMB 設定画面の箇所までもって行きます。 
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(4) SMB の設定はデフォルトで [有効] になっています。 

 

 
 

【設定項目】 

【SMB を使用：デフォルト(チェック有り)】 

SMB の有効、無効が設定できます。 

 

【読み取り専用：デフォルト(チェックなし】】 

ACL に関係なく、対象の共有に対して、読み込みのみの権限となります。 

（設定の反映には、クライアントのログオフ、もしくは、セッションの再接続を行って下さい。） 

 

【表示設定：デフォルト(チェック有り)】 

チェックを外すと、対象の共有は表示から見えなくなります。 

   
 

 

表示設定の活用例） 

 

①デフォルトの状態では、共有がすべて見えている。 

 
 

 

チェックを外す 

チェックを入れる 
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②一部のグループには見せたくないなどの場合に有効です。 

 
 

③表示されていない共有は、該当のパスを知っているユーザーだけがアクセスできる。 

 

 
 

【大容量ディレクトリを取り扱い：デフォルトチェックなし】 

-大文字 

-小文字 

このオプションを使用するとファイルのリスト速度を速くすることが可能です。 

条件はすべてのファイル及びディレクトリ名を小文字または大文字に限定する方法です。 

 

※どちらか小文字、大文字にチェックを入れると、新規作成されるファイル、フォルダはすべて

小文字、もしくは大文字に限定されます。 

※既存のファイル、フォルダは変換されません。このオプションを使用する前にすべてのファイ

ル名、フォルダ名を小文字または大文字に統一する必要があります。 

例えば、小文字で指定した場合は、このオプション選択後は大文字を含むファイルはアクセス不

可能となります。 

※大文字、小文字は英字のみ対応です。日本語等は対象外となります。 

 

【ユーザーアクセス許可】 

・Guest(パスワードなしのユーザー) 

・パスワード付きユーザー：デフォルト(チェック有り) 

共有への匿名アクセスを許可するには、[Guest] を選択します。ユーザー認証を行うには、[パス

ワード付きユーザー] を選択します。 

 

【継承オーナー：デフォルト(チェックなし)】 

新しいファイル、フォルダの所有権は接続しているユーザーの UID により決められます。このオ

プションがチェックされている場合、新しいファイル、フォルダの所有権は親フォルダのものが

継承されます。 

表示されない 
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【継承 ACL’s：デフォルト(チェック有り)】 

このオプションを使用すると親ディレクトリでアクセス権限が設定されている場合に、新しいフ

ァイル、ディレクトリが作成された場合同じアクセス権限を継承します。 

【継承された認証：デフォルト(チェック有り)】 

このオプションにチェックが入っている場合、新しいディレクトリは親ディレクトリのモードを

継承し、新しいファイルは親ディレクトリのリード・ライト権限を継承します。このオプション

は多くのユーザーがいる大きなシステムで、各ユーザーがひとつの/"ホーム/"共有を柔軟に使用

している場合に有効です。 

 

【ロック中：デフォルト(チェック有り)】 

クライアントからのロック要求に対してサーバーがロックをする、しないを制御します。 

 

【継承 ACL をマップする：デフォルト(チェック有り)】 

samba が Windows ACL に保存されている拡張属性を継承し、保護されたアクセス制御をマップす

るかどうかを指定します。このオプションにより Windows ACL Editor の SAMBA POSIX ACL マッピ

ングコードにより継承される内容を正確に指定可能です。 

 

 

3-2.SMB パラメータ設定 

 

(1)iX ログイン画面より、構成 → NAS 基本設定に移動します。 
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(2)SMB 設定では、デフォルト以下のようになっています。 
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SMB 設定項目 

WINS サーバー IP ネットワークに WINS サーバーがある場合

は、これを WINS サーバーの IP に設定する

必要があります。 

スーパーユーザー スーパーユーザーは、他のユーザーに属する

フォルダとファイルの所有権を取得するアク

セス許可を持つユーザーです。これは、管理

者が他のユーザーによって作成されたフォル

ダとファイルのアクセス権 (ACL) を変更す

る場合に便利です。スーパーユーザー特権を

ユーザーに与えるには、メニューから選択し

ます。スーパーユーザー特権は、共有内のフ

ァイルを変更、削除、および追加する能力を

持ちます。スーパーユーザーが所有権を与え

られていないファイルやディレクトリも変

更、削除、および追加できます。 

 

※下記の設定項目は、必要がない限り、有効、無効は行わないようにしてください。 

SPNEGO(デフォルト：チェック有り) SPNEGO (Simple and Protected Negotiation) 

は、調停プロトコルです。PDA デバイスを使

用して NAS 上の共有にアクセスする場合は、

これをオフにしてください。 

PDA デバイスに接続する場合は、IP アドレス

ではなく、ネット BIOS 名を使用します。 

特殊フォルダを隠す(デフォルト：チェック有

り) 

このオプションは、MAC OS/OSX システムによ

って作成されるシステムフォルダを非表示に

します。ユーザーは、SMB プロトコルで MAC 

OS/OSX システム ファイルを参照できなくり

ます。また、このオプションを有効にしてい

ると Mac OS のシステムファイルと同じ名称の

ファイルの作成もできなくなります。 

MAC OS/OSX システム ファイル: 

.DS_Store(:2eDS store) 

.AppleDouble 

Temporary Items 

Network Trash Folder 

TheFindByContentFolder 

TheVolumeSettingsFolder 

.AppleDesktop 

.AppleDB 
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Icon? 

.VolumeIcon.icns(:2eVolumeIcon.icons) 

.FBCIndex(:2eFBCIndex) 

.FBClockFolder(:2eFBClockFolder) 

desktop.ini 

RECYCLER 

 

ACL や xattr の設定の変更によってファイ

ルがユーザーから不可視になる可能性がある

ため、これらの変更には承諾が必要です。 

既にデータが保存されているサーバーでこれ

らの設定を変更することは、お勧めしません。

[隠しファイル属性の保存 (ACL を使用)] や 

[システム ファイル属性の保存 (ACL を使

用)]の変更後にファイルが不可視になった場

合は、コマンド attrib -S -H x:\*.* /s /d (x 

はネットワーク ドライブ) を使用して、ファ

イルから非表示属性を削除できます。 

UNIX 拡張(デフォルト：チェックなし) このオプションで SAMBA が HP で指定された

CIFS UNIX 拡張を使用するかどうかを制御し

ます。これらの拡張でシンボリックリンク、

ハードリンクなどの特性を UNIX CIFS クライ

アントが使用しやすくします。これらの拡張

は同様に使用設定されたクライアントが必要

です。また、Windows クライアントが入ってい

ないことも必要です。 

Enable vfs_fruit(Enhanced OS X and Netatalk 

interroperability) (デフォルト：チェック

なし) 

Mac 向け共有フォルダサービスを行うには

vfs_fruit モジュールをオンにします。 

dos 属性の保存 (xattr を使用) (デフォル

ト：チェック有り) 

このオプションにより、Linux xattr 属性を

使用してすべての MS-DOS 属性を保存できま

す。[隠しファイル属性の保存] または [シス

テム ファイル属性の保存] オプションを使

用している場合は、これを設定できません。 

隠しファイル属性の保存 (ACL を使用) (デフ

ォルト：チェックなし) 

これらのオプションにより、「隠しファイル」

と「システム ファイル」の MS-DOS 属性を保

存できます。Linux POSIX ACL では、これら

の属性がグループおよび他の x (EXECUTE) 属

性にマップされます。Windows ACL アクセス

許可も Linux 属性にマップされます。属性の

不一致を避けるには、これらのオプションを

無効にすることを強くお勧めします。[dos 属

性の保存] オプションを使用している場合システム ファイル属性の保存 (ACL を使用) 
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(デフォルト：チェックなし) は、これらを設定できません。 

Oplocks and leases configuration 

 

Oplocks(デフォルト：チェック有り) 

oplock（便宜的ロック）と oplock リースでは、

先読み、あと書き、ロックの各情報を SMB ク

ライアント側でキャッシングできるよう、特

定のファイル共有シナリオでそのクライアン

トを有効にします。 

これによりクライアントは、目的のファイル

へのアクセス要求をサーバに定期的に通知し

なくても、ファイルの読み書きを実行できま

す。この処理によって、ネットワーク トラフ

ィックが軽減し、パフォーマンスが向上する

場合があります。 

Level2 oplocks(デフォルト：チェック有り) Level2 Oplocks はリードオンリとして取り扱

うファイルに対して opportunistic locking

を提供する。 

Kernel oplocks(デフォルト：チェックなし) Kernel Oplocks は Linux kernel に、Microsoft 

Windows ネットワークファイルロッキングの

より良い 統合を提供するにも関わらず、

Samba が oplocks したファイルとの共存を許

可する基本的な方式 である。 

SMB2 leases(デフォルト：チェックなし) ファイルオープン時に、smbd に、グローバル

に SMB2 leases をネゴシエートするかどうか

を設定する。 

リース機能は SMB2 特有の機能である。 

SMB2 書き込みリースが設定されているファイ

ルハンドルに対しては、書き込みキャッシュ

は使われないことに注意が必要です。 

 

SMB 設定を変更すると、現在接続中のユーザーの接続が解除されます。 

解除には承諾が必要です。SMB に接続しているユーザーがいる場合、承諾フォームが表示されま

す。ユーザーが [キャンセル] ボタンをクリックした場合、設定は保存されますが、SMB 接続は

リセットされません。 
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